
　　　　

2025 年 2 月 1 日

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
「元気いっぱい遊び　遊びをとうして学ぶ」と言う理念のもと、支援を行っています。ホサナを利用される子供たちは、【思いっきり遊びたい！！】【自分のやりたいことを自由にやり
たい】と願っています。ホサナでは子供たちの自発性を重視し少しでも心を解放して笑顔あふれる時間を過ごしていけたらと考えています。

事業所名 児童デイサービス　ホサナ（児童発達支援） 作成日支援プログラム

・タイムタイマーを用いて、活動の切り替えを視覚・聴覚にて促します。
・季節の変化を楽しんだり、様々なイベントへの参加をおこない楽しみ、色んなことに興味が持てるよう外出支援をおこないます。
・音楽療法を取り入れ、聴覚を活用する発達を促します。
・知覚から行動への認知過程の発達環境から情報を取得し、選択し、行動につなげる認知過程の発達を支援します。
・認知の特性を踏まえ、情報処理や認知の偏りに対処し、個々の特性に合った支援を行います。また、こだわりや偏食などにも対応します。

・簡単な挨拶や会話など、円滑なコミュニケーションを行う事ができるよう支援します。
・言葉や文字・記号等を用いて、相手の意図を理解したり、自分の考えを伝えたりする能力を支援します。
・個々に合わせた状況での相互作用を通じて、共同注意等のコミュニケーション能力の向上を支援します。
・音声、文字などの多様なコミュニケーション手段を活用し環境の理解や意思の伝達を支援します

・人遊びや協同遊びの活動をとうし、自己理解・他者理解を養います。
・遊びを通じて模範行動を促し、社会性や対人関係の発達を支援します。
・地域施設などへの社会見学へ行き、ルールやマナーに関する知識を養います。

支援方針

「元気いっぱい遊び　遊びをとうして学ぶ」のなかには、【身体を使った遊びで、言葉や対人関係の学びにつなげる】【障がいがあるため、十分に発揮できない子供たちに遊びをとうし
て身体や精神的にも大きくなろうとする力をつけてもらう】と言う狙いがあります。また、遊ぶことだけではなく、子供たちとの約束事を決め社会性の構築、自立心の育成にもつとめま
す。

営業時間 送迎実施の有無

月曜日～金曜日　9時から15時30分

土曜日・祝日　　休み

主な行事等

4月：春の遠足　5月：母の日・こいのぼり　6月：父の日　7月：七夕・短冊作り　8月：水遊び・夏祭り　9月：敬老の日　10月：運動会　11月：焼き芋　12月：クリスマス会
1月：書初め・ムーチー作り　2月：お花見・節分　3月：ひな祭り
その他に、クッキングや児童館へお出かけしたり、ドライブしたり様々な活動を行っています

家族支援

日常の心配や困りごとに対して相談援助を行い、必要な情報を提供します
保護者同士が交流する場をつくり、子育てに対する孤独を感じず、子供との時
間を楽しめるように支援します。
保護者の就労や保護者自身が自分の時間をもつこと、他の兄弟と過ごす時間が
できるよう支援します
家族が一緒に参加できるイベント等を企画し楽しい時間を過ごせるようにしま
す

移行支援

保育所や関係機関等と連携し、支援内容や取り組み、本人や家族の意向、
支援の中で大切にしたいこと等を共有し引き継ぎます
本人と保護者が次のステージに安心して移行できるように支援します
様々な人と関りの中で生活できるよう交流の場を広げます。

地域支援・地域連携

関係機関と連携し、子供と家族が安心して地域で生活できるよう日常の情報交
換や会議等で必要な支援を考えます
地域の人たちとの交流や社会体験の場を広げ、地域が安心できる居場所となる
よう支援します 職員の質の向上

喀痰吸引等研修
介護福祉士会研修（介護福祉士基本研修・ファーストステップ研修・認定
介護福祉士研修）
eラーニング研修
感染予防・虐待防止・事故防止等に対する研修
職員間で日々の支援の振り返りや気づきを大切にし、支援の改善と向上を
目指し話し合いを重ねています

支　援　内　容

・健康状態の定期的なバイタルチェック等と必要な対応を行う際には、意思表示が難しい子供の障がいの特性や発達の過程・特性を考慮し、小さなサインから心身の異変に気づけるよ
う、細やかな観察を行います。また、医療的ケアが必要とする子が安全に過ごせるように、日々の確認を行いながら、ケアを実施していきます。
・健康な生活の基本となる食事の力を育て、食事形態や口腔内機能、感覚等に配慮しながら、楽しく食事ができる環境を整えます。さらに病気の予防や安全にも配慮していきます。
・遊びをとうして学んでいけるよう、生活環境を整えます。また、障がいの特性に配慮し、時間や空間を本人にわかりやすく構造化し、見通しを持って取り組める工夫をしていきます。

・公園遊び・農園作業等、日々の活動をおこない、筋力の維持・強化を図ります。
・視覚・聴覚・触覚等の感覚を十分に活用しながら、味覚、嗅覚なども用いて五感すべてを感じられるよう、遊び等をとうして支援します
・粘土や物づくりなどの活動をとうし、物質の変化と感覚の認知形成を行います。
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